https://www.youtube.com/watch?v=08HZOncBRBw&feature=youtu.be
住宅ローン返済中に「返済ができなくなった」または「返済できなくなりそう」というときの対処方法
は主に６つ考えられます。
1 住宅ローンのリスケ
2 賃料収入で住宅ローンの返済
3 住宅ローン以外のカード、消費者金融の債務の圧縮
4 リースバック
5 親子間売買
6 任意売却
この６つが主要な対処方法

まずは簡単にそれぞれの内容と気をつけるべきポイントを解説します

まず１番目
住宅ローンのリスケジュールです。
これがまず一番初めに検討すること、今だとコロナによる返済特例があります。
最長15年の返済期間延長とか、最長3年の元金添えおきですが、ただしリストラとか大幅に給料が減って、その特例を受けてもなお返済が厳しい人、すでに滞納していて銀行に相談自体していない人、
銀行に相談に行っても「約定通り、今まで通り返済してください」としか言われない、なかなか相談に乗ってもらえない、という現状もあります。

２番目
賃料収入で住宅ローン返済
これは通常の住宅ローンではマイホームを賃貸に出すことはできませんが、住宅ローンを借りている銀行に相談することによってマイホームを賃貸で貸せるケースがあります。
そして入ってくる賃料収入を使って住宅ローン返済に充てることが可能になります。
この賃貸契約は年ごとの定期借家契約なので返済の見込みがついたら、その契約を更新しないで
再度マイホームに戻ることができる

３番目　住宅ローン以外のカード、消費者金融の債務の圧縮
これは住宅ローン以外の債務、カードローン 消費者金融 教育ローン等がすごく多くてその住宅ローン以外の債務を圧縮することによって住宅ローン自体は返済できるという方は、この債務整理手続きによって解決したらいいと思います。

４番目　リースバック
このリースバックは、一旦マイホームを第３者に売却して、その買ってもらった人から改めて賃貸として借りることによって、そのまま住み続けられる方法のことです

５番目
親子間売買　親族間売買
これは名前の通り、親、子供、親族にマイホームを買ってもらってそのまま自分たちは、そのマイホームに住み続ける方法です。
４番目のリースバックと５番目の親子間 親族間売買は今のマイホームにどうしても住み続けたい
例えば引越しできない事情があるそういう方にはオススメの解決方法です。

一方で、「今のマイホームを売却してもいい」、「今のマイホームに未練はない」という方は、次の解決方法もあります。

それが６番目の任意売却

これはマイホームを完全に第３者に売却して自分たちは新しい家に引っ越しをする方法今までの借金を身軽にして 「心機一転また新しく再スタートを切りたい」という方にはオススメの解決方法です。

次に、これらの６つの解決方法をそれぞれどこに相談に行けばいいのか？

まず１番目の住宅ローンのリスケジュール
これは住宅ローンを借りている銀行

２番　賃料収入で住宅ローン返済
４番　リースバック
５番　親子間売買
６番　任意売却

これらは不動産会社になります
ただし気をつけて欲しいのは
不動産会社でも色んな業態があるのでそれぞれ専門の不動産業者に相談をしてください

残りの３番

住宅ローン以外のカード
消費者金融の債務の圧縮
これは弁護士、司法書士になります
ここでも気をつけて欲しいのは債務整理を専門にしている士業事務所に相談してください

最後にお話ししたいことは、これらの色んな解決方法について自分たちにはどの解決方法がいいのか？
また、自分たちに適用できる自分たちでも可能な解決方法は実際にどれなのか？
これらについてまずは気軽にちょっと相談したいというときは我々、「住宅ローン返済支援エージェント」にご相談ください。
私達、住宅ローン返済支援エージェントがあなたのより最適なな解決方法について詳しく解説させて頂きます。その上でどうするか？今後どうしていくのか？・・・を判断してもらえたらいいと思います
ということで今回は住宅ローンの返済が厳しくなったときの主な解決方法６つそれぞれの解決方法の
相談先をお話しました、ぜひ参考にしてください
ありがとうございました
